
1

GUIDE BOOK 2027

そ
の
学
び
は
、人
生
を
築
く
。

Netherlands Pavilion
Expo 2025 Osaka, Kansai, Japan
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私
た
ち
は
歴
史
と
自
然
を
ま
も
り

こ
れ
か
ら
の
都
市
や
す
ま
い
の

あ
る
べ
き
姿
の
探
求
の
た
め

先
人
の
知
恵
を
生
か
し
、

建
築
学
の
基
礎
を
し
っ
か
り
学
び
、

も
の
づ
く
り
の
喜
び
を
伝
え
ま
す
。

�

学
生
・
教
職
員
一
同

京
都
建
築

専
門
学
校

宣
　
　
言

Kyoto Architectural College Declaration

We are committed to pursuing 
the ideal urban landscape and housing 
while preserving the city’s history 
and natural environment. 
Toward this end, we make full use of 
the wisdom of our predecessors, 
strive to learn the fundamentals of architecture, 
and carry forward the joy of  MONODUKURI.
� All students, faculty, and staff

よしやまち町家校舎
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Expo 2025 Osaka, Kansai, Japan, 

Netherlands Pavilion

奥出雲仁王門古材

万博茶堂

建
工
祭

二
条
城
前 

堀
川
茶
室

Kenko festival 2025 Kyoto 

Tea Ceremony Room

P.30 P.28
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学舎は京都のど真ん中

まちなかが学びの場
寺社建築や町家などの伝統的な建築、美術館などのモダン建築、まちなかには伝統とモダンが混在しています。

学校のすぐ近くには府庁などの近代建築。御所、二条城なども歩いてすぐそこに。

さあ、スケッチブックを持ってまちに飛び出そう！遠くに出かけなくてもまちなかが学びのフィールドです。

銀閣寺

八坂神社

清水寺
京都国立博物館

（平成知新館）

京都鉄道博物館

京都水族館

西本願寺 東本願寺

東寺五重塔
（教王護国寺）

京都タワー

JR 二条駅西大路御池駅

円町駅

花園駅

北野白梅町駅等持院駅

龍安寺駅

妙心寺駅御室仁和寺駅

丹波口駅

四条駅

烏丸駅

烏丸御池駅

烏
丸
通

地
下
鉄
烏
丸
線

京
阪
電
車

叡
山
電
車

地下鉄東西線

阪急京都線

京福嵐山本線

JR 山陰線（JR 嵯峨野線）

堀
川
通

丸太町駅

丸太町通

下立売通

今出川駅

鞍馬口駅

北大路駅

三条駅

祇園四条駅

清水五条駅

七条駅

京都市役所前駅

神宮丸太町駅

出町柳駅

元田中駅

修学院駅

宝ヶ池駅

四条大宮駅西院駅

至 大阪梅田

京都駅

近代建築の
ファサードを
残した新しい建物

懸崖造の本殿が有名。
清水の舞台から飛び降りると
夢が叶うと信じられていた7月 17日は

たくさんの山鉾が
巡行する祗園祭

アーチ状の
屋根がユニーク

路面も走る嵐電。嵯峨・嵐山
に行くときは便利

陰陽師の
安倍晴明で人気

学問の神さま
菅原道真が
祀られている

1902年に
建てられた
ネオルネサンス
様式。赤レンガの
美しい外観

国の重要文化財。
ルネサンス様式の建物。
学校のすぐ近くにある

白峯神社は球技をする
スポーツ選手のメッカ

日本古来の
合掌造り様式と
近代建築の融合。
大谷幸夫設計

鉄道マニアには
垂涎の車両が
たくさんある

まちなかにある水族館で
有名。オオサンショウウオの
ぬいぐるみがかわいい

京都駅前のシンボルタワー
（まちを照らす灯台）

ヴォーリズ設計の
近代建築
（東華菜館）

中京郵便局

細見美術館
国立近代美術館

京都迎賓館

ロームシアター
京都

京都府庁

御所

下鴨神社

北野天満宮

晴明神社

二条城

京都建築
専門学校

よしやまち
町家校舎

金閣寺

渡月橋

国立京都国際会館

平安神宮

嵐山は、京北から筏流しで供給された
材木の一大集積地だった。
筏流しは平安京の造営から
近代に至るまで続けられた

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を

持
っ
て
ま
ち
に
出
よ
う
！

建築組合が
1951年に創設した
建築の専門学校

御池通

京都で初めて
町家の耐震改修事例
よしやまち町家校舎

　京都建築専門学校本校舎のすぐ近くに、築 100 年以
上の古い町家を改修した「よしやまち町家校舎」があ
ります。伝統木造 2 階建てで、主に学校の伝統教材、
演習室、課外活動の場として利用。裏に作業所が併設
され、ゼミや木工の実習に活用されています。
　庶民的な京町家の耐震改修の好例として、国内外か
らの見学会やセミナーなども随時開催されています。

よしやまち町家校舎
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建　
　
築　
　
科

▪
工
業
専
門
課
程　
▪
昼
間
部
2
年
制　
▪
定
員
40
名

建
築
科
二
部

▪
工
業
専
門
課
程　
▪
夜
間
部
2
年
制　
▪
定
員
40
名

伝
統
建
築
研
究
科

▪
主
に
卒
業
生
対
象　
▪
夜
間
部　
▪
前
期
・
後
期
各
15
回

基
礎
か
ら
建
築
を
学
ぶ

卒
業
し
て
か
ら
も
学
ぶ

Architecture CourseArchitecture Course (Evening)Traditional Architecture Course

木
か
ら
は
じ
ま
る

京
都
の
も
の
づ
く
り
を
身
に
つ
け
る

働
き
な
が
ら
、学
び
な
が
ら
学
ぶ

⚫
設
計
コ
ー
ス

⚫
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

　

デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

⚫
木
工
コ
ー
ス

⚫
設
計
／

　

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

　

デ
ザ
イ
ン

⚫
前
期
＝
茶
室　

⚫
後
期
＝
町
家

P.10-15
P.24-29

P.16-21
P.24-25

P.22

２
年
次
進
級
の
際

３
つ
の
コ
ー
ス
か
ら
ひ
と
つ
を
選
び

さ
ら
に
専
門
性
の
高
い
学
び
を
追
求
し
ま
す
。

社
会
人
や
大
学
生
の
た
め
の
夜
間
コ
ー
ス
で

2
年
間
を
通
じ
て

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
め
ざ
し
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
も
選
べ
る
か
ら

自
宅
で
も
、
ど
こ
で
も

伝
統
建
築
の
知
識
を
深
め
ら
れ
ま
す
。

京
都
建
築
専
門
学
校
は
、
明
治
時
代
に
で
き
た
、

大
工
や
左
官
な
ど
建
築
職
人
の
た
め
の
協
同
組
合
に
よ
り

１
９
５
１
年
に
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

設
計
士
を
め
ざ
す
人
も
建
築
現
場
を
経
験
し
、

大
工
を
め
ざ
す
人
も
製
図
や
理
論
に
精
通
す
る
─
─

伝
統
建
築
や
町
家
が
今
で
も
多
く
残
る
、

京
都
な
ら
で
は
の
学
習
環
境
は
、

他
に
類
を
見
な
い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

第
一
線
で
活
躍
す
る
建
築
家
・
建
築
職
人
の
指
導
で

生
き
た
知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
ま
す
。

京都建築専門学校宣言 �  2
Topics of the Year 2025 �  4
まちなかが学びの場 �  6
 
建築科 �  10
　講師紹介 �  12
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　講師紹介 �  18
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課外活動 �  23
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A
rchitecture C

ourse

京
都
の
住
ま
い
や

も
の
づ
く
り
の
伝
統
に
直
に
触
れ

基
礎
か
ら
建
築
を
学
ぶ

▪
工
業
専
門
課
程

▪
昼
間
部
２
年
制

▪
定
員
40
名

■ 設計デザインコース
建築士・建築施工管理技士などの資格取得を目標
に、建築について総合的な理解を深めます。設計
製図・計画・法規・構造・施工などの必要知識を
トータルに学び、最終的にはその成果を一つの建
築物の設計にまとめます。また、実務に必要な、
建築デザインの設計の意図をわかりやすく伝達す
るためのプレゼンテーション能力の向上も目標と
しています。

■ リノベーション・デザインコース
古くなった建築を改修し、新しくよみがえらせる
のが、リノベーションです。個人の思い出、町の
思い出の詰まった建築に、再び輝きを取り戻す仕
事が増えつつあります。省資源・省エネルギーの
観点からも注目されているリノベーションを、主
として京町家を題材に学びます。

■ 木工コース
ノミやカンナを用いて木材を加工したり、施工図
を描いたり、木造建築のプロセスを学びます。熟
練の棟梁や技術者の指導のもと、現場実習などを
通じて大工技能の習得や現場の流れなどをつかみ
ます。また、設計製図・計画・法規・構造・施工
などの建築知識も学び、将来は「建築士」を目指
すことも可能です。

2年次から3つのコースに分かれ、さらに専門性を追求します

1 年次前期時間割例

月 火 水 木 金

1 9:20 〜 CAD 情報 A 設計基礎 1 建築計画 A 環境工学 A 建築デザイン
基礎

2 11:00 〜 建築材料 A
設計製図 1

構造力学 1A 日本建築史
設計製図 1

3 13:15 〜 一般構造 A 工学基礎
伝統建築演習

4 14:55 〜  木工基礎 A   ゼ　ミ

履習科目

計画系

建築計画　環境工学　日本建築史　　
近代建築史　西洋建築史　
工学基礎　インテリア基礎　　
建築設備　建築法規

構造系
構造力学１　構造力学２　
一般構造　鉄筋コンクリート構造　
鉄骨構造　伝統構法・実験

施工系 建築施工法　建築積算　建築材料

製図系
設計基礎 １ 　設計基礎２　
建築デザイン基礎
設計製図１　設計製図２　設計製図３

演習系

伝統建築演習　ＣＡＤ情報　
意匠演習　木工基礎　計画演習　
建築演習　
各コース演習　各コース卒業制作

ゼ　ミ

町家　規矩術　建築デザイン　
木工大工　椅子　木工技法検定　
和の空間デザイン　
木匠塾　近代建築史　西洋建築史
二級施工管理試験対策講座

2 年次前期時間割例

月 火 水 木 金

1 9:20 〜

設計製図 3

建築設備 A 構造力学 2A
設計製図 3

RC 構造

2 11:00 〜 建築積算 A 計画演習 建築法規 A

3 13:15 〜 建築施工法 A 卒業制作 A インテリア
基礎

建築演習 A
4 14:55 〜

ひとコマ90分 建
築
科

•

大
工
棟
梁
や
設
計
事
務
所
、
い
ろ
ん
な
経
験
を
積
ん
だ
人
た
ち

と
出
会
え
る
。

•

授
業
の
中
で
の
見
学
だ
け
で
な
く
、
個
人
的
に
先
生
た
ち
の
手

掛
け
て
い
る
建
築
現
場
に
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
え
る
。

•

木
に
触
り
、
道
具
を
用
い
て
木
工
の
実
習
が
で
き
る
。
も
の
づ

く
り
の
楽
し
さ
。

•

「
よ
し
や
ま
ち
町
家
校
舎
」の
存
在
。
単
に
空
間
と
し
て
素
晴
ら

し
い
だ
け
で
な
く
、
柱
の
仕
上
げ
や
土
壁
な
ど
、
生
き
た
教
材

が
あ
り
、
空
間
と
し
て
伝
統
に
な
ら
な
い
魅
力
が
あ
る
。

•

設
計
事
務
所
や
工
務
店
で
働
い
て
い
る
先
生
方
に
実
務
の
話
が

聞
け
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
共
に
〝
伝
統
木
造
〟
の
み
な
ら
ず
、

新
し
い
建
築
に
柔
軟
に
対
応
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

•

授
業
以
外
の
ゼ
ミ
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
自
主
的
な
活
動
で
様
々
な

経
歴
の
夜
間
生
た
ち
と
も
交
流
で
き
る
。

1 年次 設計製図１より
前期の自由課題「木造住宅」では
街並みグループごとにテーマを決
めて設計、構造図や詳細図も勉強
します。

Student Voice　学校の魅力は何？
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菅原 章　一級建築士

建築演習Ａ／Ｂ

桜ヶ丘の集合住宅
高槻市桜ヶ丘南町　
設計：菅原 章

SU
GAW

A
RA

, A
kira

実務・現場で活躍する多彩な講師陣

木
工
の
基
本
は

現
役
の
棟
梁
か
ら
学
ぶ 髙橋 完実　一級建築士毛利 隆之　一級建築士・工務店経営

多田 豊　大工

校長　佐野 春仁　一級建築士

中 美加子　一級建築士石山 慶　二級建築士福井 均　大工 中田 哲　一級建築士

中村 直美　一級建築士

池井 健　一級建築士円満字 洋介　一級建築士

佐久間 譲　一級建築士吉田 玲奈 　二級建築士

久保 亮太 　一級建築士・宮大工

建築法規 A ／ B・建築演習 A ／ B一般構造Ａ／Ｂ

木工基礎

設計製図 1／2・伝統構法・実験・卒業制作 A／B

建築設備 A／B・建築積算A／B・環境工学 A／B建築施工法Ａ／Ｂ木工基礎・技能検定 製図：住宅設計・町家改修設計
設計製図 1 ／ 2・卒業制作 A ／ B

建築材料Ａ／Ｂ

西洋建築史・近代建築史・設計製図 3意匠演習・設計製図

鉄筋コンクリート構造・鉄骨構造町家ゼミ・リノベーション･デザイン

規矩術

インテリア基礎

囲い庭の家  courtyard house
新築／京都市／2024 年　
設計：中田哲建築設計事務所＋好日舎

松井山手の家
新築／京田辺市　
設計：中村 直美

　住宅の密集した地域で、周囲からの視線を気に
せず快適に過ごすための住宅。本敷地の中央に中
庭を設け、東西南北の 4 棟を少しずらしながら繋
がるよう配置。その結果、各棟から中庭を楽しむ
ことが出来る住宅となった。中庭に面した各居室
はカーテンなどを開け放って暮らすことができ、
とても伸びやかで風通しの良い空間が実現した。
　ここでは瓦葺き屋根、軒裏や垂木の木部現し、
左官掻き落としの外壁を使用。日本人が長い間寄
り添って暮らしてきたこれらの素材は、遺伝子レ
ベルで安心感を得られるだけでなく、関わる職人
の技術の継承にも寄与している。住宅としての安
全性や断熱性、機能性を確保しつつ、これらの伝
統的な要素を取り入れ、風雪に耐えてきた確かな
素材とともに、現代の京都にふさわしい家を設計
した。

   「より快適な心地の良い内部空間を」「地域の景
観に融け込んだ外観デザインを」など、色々な思
いで設計された図面は、様々な建築材料を用いて
建設されます。
　それぞれの材料の特徴、長所・短所などを知る
ことは、最終的な建築の完成形に関わるとても重
要な要素です。また、建築寿命にも大きく関わり
ます。
　授業では実際の材料にできるだけ多く見て、触
れて、体感してもらいたいと思っています。
古くから日本にある素材から新しく開発された素
材まで、実例と合
わせて紹介するこ
とで、建築の面白
さを感じて欲しい
と思います。

京
都
は
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
の

建
築
の
宝
庫
で
す

町
中
の
建
物
や
現
場

全
て
が
教
科
書
に
な
り
ま
す

建
物
と
は
手
の
か
か
る
財
産

建
て
て
か
ら
が
本
番
で
す

そ
の
土
地
の
風
土
や

文
化
を
知
る
こ
と
で

人
生
が
よ
り
豊
か
に
な
る

新
旧
様
々
な
建
築
を

自
分
の
目
で
見
て

心
が
動
く
方
向
へ

建
築
の
発
想
は
自
由
に

好
き
な
空
間
を
創
造
し
よ
う

力
の
流
れ
を
感
得
し
よ
う

古
い
建
物
を
な
お
す
と

ま
ち
も
人
も
元
気
に
な
る

違
う
視
点
か
ら

建
築
を
考
え
て
み
る

TA
K

A
H

A
SH

I, M
asam

i 

M
O

U
RI, Takayuki

TA
D

A
, Yutaka

N
A

K
A

M
U

RA
, N

aom
i

SA
N

O
, H

aruhito, Principal

N
A

K
A

, M
ikako

ISH
IYA

M
A

, K
ei

FU
K

U
I, H

itoshi

N
A

K
ATA

, Satoshi

IK
EI, Takeshi

EN
M

A
N

JI, Yosuke

SA
K

U
M

A
, Yuzuru

YO
SH

ID
A

, Rena

K
U

BO
, Ryota

YA
M

A
M

O
TO

, Takeshi

　建築設計では、内部と外部の関係性を重視する
とともに、多様な雰囲気を持つ場所をつくること
を目指しています。
　水辺に張り出した室の窓辺は居ながらにして自
然を感じる場所です。緑豊かな前庭を通り中庭に
至る道のりで、開放的、閉鎖的、半開放的な空間、
あるいは明るさ、暗
さ、薄明るさなど、
さまざまな空間を重
層的に体験すること
ができます。住戸に
囲まれた中庭は空に
開かれているだけで
なく、その先の水辺
と緑地に連続してい
きます。

山本 剛史 グラフィックデザイナー、
ディレクター
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interview �  建築科

宮
大
工
に
な
る
た
め
に
来
日

自
然
と
調
和
し
た

建
築
を
つ
く
る
職
人
に

建
築
科
１
年
生

オ
ッ
ト
・ジ
ャ
ク
ソ
ン・ケ
ー
ジ

建
築
科
2
年
生

末
田 

修
大

建
築
科
1
年
生

清
本 

純
花

韓
国
の
伝
統
建
築
と
の
出
会
い
が

京
都
の
町
家
を
学
ぶ
き
っ
か
け
に

レ
ト
ロ
な
ス
イ
ッ
チ
が
好
き

そ
ん
な
細
か
な
部
分
に

こ
だ
わ
っ
た
空
間
づ
く
り
を

夢
は
宮
大
工

伝
統
技
法
の
奥
深
さ
に

魅
力
を
感
じ
て

　高校生の時、木工の授業で日本の大工さんがニューヨークで家
具を作るドキュメンタリーを観たんです。その時、自然に優しく、
環境にも配慮している日本の建築が素敵だなと興味を持ちました。
調べると日本で大工を学んだ後、帰国して地元で工務店を営んで
いる方がいると知り、夏休みと卒業後に働かせてもらいました。
その後、現代的な工務店でも働きましたが、日本の伝統建築とは
考え方が大きく異なることを実感。木を選んで伐採し、乾燥させ、
適材適所で使う日本の伝統工法に強く惹かれ、日本で学び、宮大
工になることを決意しました。
　日本に来てまず１年間、日本語学校で学びました。そしてＳＮ
Ｓで知り合った海外出身の大工さんの紹介で、この学校を知りま
した。実習が多く、技術に集中できる環境が自分にピッタリでし
た。今は宮大工の会社への就職を目指し、インターンシップや見
学を予定しています。将来は日本で身につけた技術を活かし、自
然と調和した建築をつくる職人になりたいです。

　大学は国際系の学部で、韓国へ留学しました。そこで出会ったのが、
韓屋（ハノク）という韓国の伝統家屋です。その姿を見た瞬間、京
都の町家に通じるものを感じ、「建築を学びたい」という思いが強
くなりました。もともと建築には興味があったのですが、悩んだ末
別の分野に進みました。それが韓屋と出会い「やはり建築を学びた
い、せっかくなら、まずは自分の生まれ育った土地の建物を学ぼう」、
そう思い、大学卒業後にこの学校へ入学して、昼間部で基礎から学
ぶことを決心しました。
　授業はどれも面白く、先生方は尊敬できる存在です。質問をする
と忙しい中でも丁寧に答えてくださり、その場で分からないことが
あれば、調べて次の授業で解説してくださいます。設計の計算が理
解できなかったときには、私が納得するまで 40 分もかけて説明く
ださったことがありました。
　2 年間の学びを通して建築の奥深さと面白さを実感しています。
卒業後は先生の事務所に就職することが決まっており、これから実
務の中でさらに学びを深めていきたいと思っています。

宮大工になることが夢で、この学校に入学しました。高校生の
頃から名職人が作るカンナに興味を持ち、入学後は道具市などを
回り、どんな木にも対応できるよう様々な大工道具をそろえてき
ました。放課後は作業場で木を削ったり、組み物や加工の練習を
したり、少しでも技術を高められるよう取り組みました。学校に
こうした環境があることを、とてもありがたく感じています。

ゼミでは、伝統技法の「規
き

矩
く

術
じゅつ

」も学ぶことができ、その奥深
さに魅力を感じました。また学ぶだけでなく、実務ができたの
も貴重で、「2025大阪・関西万博」で茶堂を建てた時（28-29 頁）、
四方蟻継ぎという組み物に挑戦できたことは大きな経験になりま
した。

２年生になってから京都で 100 年以上続く宮大工の工務店に
インターンとして参加しました。現場を見せていただき、「ここ
で学びたい、働きたい」と思い、春からその工務店で働くことに
なりました。これからも一つ一つの仕事を大切にできる職人にな
れるよう、がんばります！

実は進学を決める時、美容方面に進むことも考えていたんで
す。ですが高校生のときに実家がリフォームをしたのをきっか
けに、家具やインテリアに興味を持つようになり、「建築の学
校に進むのもいいかも」と、この学校に進むことに決めました。
それまでは文系だったので建築に関する知識は全くなく、授業
中、知らない言葉が沢山でてきたり、難しいと感じたりする授
業もありました。でも、先生方が分かりやすく教えてください
ますし、難しい分、理解できたときはとても楽しいです！ 

１年間、学んでみて将来は、家具屋さんでお客様に家具のア
ドバイスをしたり、古い家のリノベーションに関わったりでき
たらいいなと考えるようになりました。レトロなスイッチなど、
昔の味わいが感じられるパーツも好きなので、そうした細かな
部分までこだわった空間づくりができたら素敵だなと思ってい
ます。建築を学ぶ前より、将来の選択肢がずっと広がりました。

建
築
科
2
年
生

黒
木 

莉
瑠
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▪
工
業
専
門
課
程

▪
夜
間
部
２
年
制

▪
定
員
40
名

■ 設計／リノベーション・デザイン
建築士・建築施工管理技士などの資格取得を目標に、
建築について総合的な理解を深めます。設計製図・
計画・法規・構造・設備などの必要知識をトータル
に学び、最終的にはその成果を一つの建築物の設計
にまとめます。また、実務に必要な、建築デザイン
の設計の意図をわかりやすく伝達するためのプレゼ
ンテーション能力の向上も目標としています。

アフターファイブに学ぶ 
月曜日から金曜日までの夕方から夜までの約３時間。
さまざまな年齢・職業の学生たちとベテラン講師陣
による熱気あふれる授業が展開されます。昼間部と
同じ２年間で卒業と同時に一級・二級建築士の受験
資格が取得できるため、受験希望者にとっては効率
よく学習できます。社会人の方に「より学びやすく」
を考えて、対面授業を基本とし、一部の科目は遠隔

（オンライン）授業を併用します。

社会人や大学生のニーズに応えたコースです

※選択科目 建
築
科
二
部

1 年生の夏休み前後に行う課
題は、住宅設計。ここ数年、 海

（または湖）の見える土地に
住宅を設計するという課題で
す。手書きの図面が基本です
が、3D CAD で、立体的な図
面を作成する学生もいます。

生
徒
が
と
ら
え
る
学
び

1 年次前期時間割例（選択科目・ゼミを除く）

月 火 水 木 金

1 18:20 〜

設計製図１

木質材料 環境工学

設計製図１

建築一般構造

2 20:00 〜 建築材料 構造力学 1 CAD 情報

2 年次前期時間割例（選択科目・ゼミを除く）

月 火 水 木 金

1 18:20 〜 建築施工法

設計製図 2

構造力学２ 鉄筋コンク
リート構造

設計製図 2

2 20:00 〜 建築積算 建築設備 建築法規

一部の科目はオンライン併用！

履習科目

計画系

建築計画　環境工学
日本建築　近代建築史※　西洋建築史※

インテリアデザイン　
建築設備　建築法規

構造系
建築力学１　建築力学２
建築一般構造　鉄筋コンクリート構造
鉄骨構造　木構造

施工系
建築施工法　建築積算
建築材料　木質材料

製図系 設計製図１　設計製図２

演習系
CAD 情報　CAD 演習　計画演習
建築測量　卒業設計

ゼミ系※

町家　規矩術　建築デザイン
木工大工　椅子　
木工技能検定　二級施工管理試験対策講座
和の空間デザイン　木匠塾

ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
な
ら

大
学
在
学
中
に

二
級
建
築
士
資
格
取
得
も

可
能
で
す
。

（
本
校
卒
業
後
受
験
可
）

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
学
び
を
両
立
さ
せ

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
め
ざ
す

京
都
で
伝
統
・
木
造
を
学
ぶ

建
築
の
基
礎
に
加
え
て
、
今
、
注
目
さ
れ
て
い
る
伝
統
建

築
・
木
造
建
築
の
学
び
を
夜
間
に
設
定
。「
よ
し
や
ま
ち

町
家
校
舎
」
を
有
す
る
本
校
に
は
、
茶
室
や
町
家
、
社

寺
仏
閣
の
知
識
が
豊
富
な
教
員
が
揃
っ
て
お
り
、
小
規
模

校
な
ら
で
は
の
き
め
細
や
か
な
講
義
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

様
々
な
キ
ャ
リ
ア
の
社
会
人
が
集
結

夜
間
に
通
う
学
生
は
、
そ
の
キ
ャ
リ
ア
も
多
様
で
す
。
高

等
学
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
の
方
、
大
学
や
大
学
院
を
出
た

方
、
建
築
関
連
の
職
業
の
方
、
建
築
と
全
く
違
う
職
業
の

方
な
ど
、
広
範
に
お
よ
び
ま
す
。
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
知

識
や
刺
激
は
伝
統
建
築
・
木
造
建
築
を
学
ぶ
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
な
が
り
ま
す
。

充
実
し
た
内
容
で
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
金
額

必
修
科
目
や
選
択
科
目
に
加
え
ゼ
ミ
や
資
格
講
座
な
ど
も

充
実
。
プ
ロ
に
教
え
る
プ
ロ
の
教
員
が
自
分
の
得
意
分
野

を
熱
く
深
く
語
り
ま
す
。
一
方
で
一
人
で
も
多
く
の
方
に

建
築
を
基
礎
か
ら
学
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
学
費
は
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
低
く
押
さ
え
て
い
ま
す
。
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実務・現場で活躍する多彩な講師陣

　1 年次後期に行われる町家再生の課題
は、「よしやまち町家校舎」を課題として
取り上げます。手描きの図面やスケッチ、
3D CAD や模型を駆使して、自分の思い
や考えたことを表現していきます。

　建築科二部 2 年の後期には卒業設計が
行われます。場所や空間について考察し、
規模の大きな建物について取り組みます。
また地域や建物の再生を行うこともあり
ます。

「ittan」　建築科二部　遠藤 美月

「幸せな家についての考察」　
建築科二部　秋元 志保

集会所

副校長　桐浴 邦夫　一級建築士山口 英樹 　一級建築士

濱野 豪　一級建築士

齋藤 義憲 一級建築士、京町家耐震診断士、
京都市文化財マネージャー

日本建築史 A ／ B・設計製図 1建築一般構造・木構造・CAD情報A／B・CAD演習

建築施工法 A ／ B・建築積算 A ／ B

二級建築士学科受験講座：施工

建築法規 A ／ B 構造力学1A ／B・構造力学 2A ／ B
鉄骨構造・鉄筋コンクリート構造

K
IRISA

KO
, K

unio, V
ice principal

 SU
G

IE, Takashi

YA
M

AG
U

CH
I, H

ideki
H

A
M

A
N

O
, G

o
SA

ITO
, Yoshinori

NAGARA , Isao

A
SA

N
O

, K
iyoaki

髙橋 勝　一級建築士

設計製図 2・卒業設計・建築計画・計画演習

深草の工房住宅
新築／京都市伏見区／ 2019 年　
設計・髙橋 勝
2020 年   第 8 回京都建築賞 優秀賞
2020 年   日本空間デザイン賞 入選

TA
K

A
H

A
SH

I, M
asaru

城市 智幸　一級建築士

浅野 清昭　一級建築士永良 勲　一級建築士

杉江 崇　一級建築士

建築測量設計製図 1・建築材料・木質材料

貴船茶屋
新築　京都市左京区　
設計：城市 智幸

中庭のある平屋
戸建住宅　守山市　2014 年竣工　　
設計：杉江 崇

　京都の奥座敷である貴船に建つ料理茶屋。開業
は大正 13 年。会席料理を主とし、夏期は川床、
冬季はぼたん鍋をも交えて来客をもてなす。2018
年 9 月に関西を襲った台風 21 号により建物が倒
壊するも、倒壊後ただちに再建を目指す。
　貴船茶屋の建つ地は風致地区に加えて土砂災害
特別警戒区域でもあるため、新しく建てる建物に
は貴船の景観にふさわしいだけではなく、土砂災
害への対応をも求められた。そのために設計に 2
年の歳月を費やし、新しい貴船茶屋が完成したの
は 2021 年 2 月のことであった。
　新しい建物は数寄屋風とし、貴船らしさを表す
材も随所に用いている。また、倒壊した建物より
救い出された材も活用し、貴船茶屋の歴史を受け
継ぐ建物でもある。

　60 代半ばのご夫婦のための終の住処です。周
囲を田畑に囲まれたこの地に長年住むご夫婦に
とって「何気ない環境を魅力あるものに置き換え
ること」をテーマとし計画しました。その手法と
して、中庭と外周部に設けた開口に差を持たせ外
部環境とのつながりに強弱を与えています。
　中庭側は周囲からの視線を気にすることなく大
きく開き、より外部を感じやすいものに。対して
外周部は開口を限定し、揺れる稲穂や遠くの山々
にフォーカスすることで、魅力ある景色の再認識
を促しています。また本来、周囲に遮るものがな
く風の強い場所で
すが、中庭を風の
たまり場とするこ
とで、過剰な風を
心地良いものに変
換しています。

　⼦どもの頃、⽂化財の修繕現場を⾒学した
ことが、私と建築との最初の出会いでした。
⼈の⼿で建物を未来へとつないでいく姿に⼼
を動かされ、「いつか⾃分も建築に携わりた
い」と強く思うようになりました。 しかし、
⼤学進学時に建築学科への道は叶わず、悔し
さを抱えたまま学⽣⽣活を送る中で、三年次
にこの専⾨学校と出会いダブルスクールを決
意しました。 
 　専⾨学校で基礎から学んだ建築と、⼤学
で学んでいた都市開発が結びつき、私の夢は
都市全体の未来をつくる「都市開発」へと広

がりました。より専⾨的に学びたいという思
いから、建築系外部⼤学院への挑戦を決意し
ましたが、建築を本格的に学び始めたばかり
の私にとって、それは決して容易な道ではあ
りませんでした。それでも、専⾨学校の先⽣
⽅の温かいご指導に⽀えられ、不安を乗り越
えて合格を掴むことができました。 
　この学校は、「今からでも建築を学ぶこと
は遅くない」と⾝をもって教えてくれまし
た。 この場所があったからこそ、私は⾃分
が本当に歩みたい⼈⽣を、⾃分の⾜で進むこ
とができています。 

生
活
を
楽
し
む
と
共
に
、

問
題
意
識
を
も
っ
て

社
会
を
見
て
く
だ
さ
い

学
校
で
の
様
々
な
授
業
か
ら

自
分
の
好
き
な
分
野
を

見
つ
け
て
く
だ
さ
い

夢
を
カ
タ
チ
に
！

授
業
は
も
ち
ろ
ん
、

見
学
、講
演
会
な
ど
多
く
の
こ
と
を

見
聞
・
体
験
す
る
こ
と
が
大
切
で
す

多
様
な
建
築
の
在
り
方
と
、

建
築
材
料
に
多
く
触
れ
、

楽
し
み
な
が
ら
学
ぼ
う

伝
統
建
築
の
良
さ
を

見
つ
け
出
す
、
未
来
の
建
築
へ

繋
が
っ
て
い
き
ま
す

建
築
の
勉
強
と
同
時
に

建
築
を
取
り
巻
く

社
会
全
体
の
勉
強
も
重
要

JO
ICH

I, Tom
oyuki

　京都市内にある木工と漆の工芸作家ご夫婦のた
めの工房住宅です。敷地は市街地近くにも関わら
ず静かで緑の多い場所で、北側には筍畑のために
整備された気持ちの良い竹林がありました。1 階
はそれぞれの工房、2 階は居間や食堂・水回り、
3 階は寝室と納戸。すべての居室と浴室から北側
の竹林の借景の中で過ごす事ができます。
　森の中でひっそりと佇む、ものづくりに没頭で
きる静かな住宅を意図して設計しました。

諦
め
き
れ
な
い

夢
か
ら
始
ま
っ
た
、

私
の
⼈⽣

の
選
択

建
築
科
⼆
部 　
2
0
2
5 

年
卒 

⼤
久
保 

藍

⼤
阪
⼤
学
⼤
学
院 

⼯
学
研
究
科

建
築
⼯
学
コ
ー
ス
在
学  
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A
rchitecture C

ourse（
E
veniing）

大
学
院
➡
就
職
か
ら

再
度
、勉
強
す
る
た
め
に
入
学

建
築
科
二
部
1
年
生

岡
本 

ま
り

建
築
科
二
部
1
年
生

野
村 

優
希

interview �  建築科二部

前
職
の
ス
キ
ル
に

建
築
の
技
術
を
プ
ラ
ス
し
た
い

「
つ
く
る
側
」に
な
り
た
い

進
み
た
い
方
向
に
近
づ
い
て
い
る
と
実
感

諦
め
な
か
っ
た
建
築
士
へ
の
思
い

ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
で

日
本
建
築
の
基
礎
を
学
ぶ

広場

　長年、働いていた仕事から独立する準備をしていた時、職業
訓練校に住建築を勉強する科があるのを知り、学生時代、建築
に興味があったことを思い出したんです。訓練校は実習と座学
が半分で授業は昼間。せっかくの貴重な学びだけの時間を大切
に使いたいと思い、夜はこの学校で学ぶことにしました。
　１年間通ってみて、少人数で静かに勉強ができる環境なのが
いいなと思っています。それに先生たちはほぼ全員、現役で活
躍している一級建築士。ですから先生が設計・施工をした建物
の見学会では、実務に基づいた解説をしてくださるのでために
なります。卒業後は花屋で働いていた前職の経験を活かして、
花を見せるための空間、植栽をからめた空間の提案などもして
いけるようになりたいと思っています。

　韓国の大学で住居環境について学んだのですが、「住まい」を
もう少し大きな視点から見たいと思い、京都大学大学院で博士号
をとりました。大学院では住宅のソフト面は学べましたが、ハー
ド面としての「建築」も勉強したくなったんです。就職をした後
もそう思い続けていたので、少しでも早く勉強した方がいいと考
えて、会社にも相談して二部に入学しました。
　この学校は京大時代の教授も知っておられましたし、同僚にも
卒業生が多いので存在は前から知っていました。それに創立 70
年という歴史があり、カリキュラムがいいのも魅力的ですね。同
級生は私より若いので、みんなに比べて体力が足りないなと思う
こともありますが（笑）、夢に向かってがんばります。

　大学でインテリアを学んだ後、不動産会社で 4 年間営業職とし
て働きました。仕事は楽しかったのですが、このまま続けても将来
なりたい自分の姿には近づけないのではないかと、退職を決意しま
した。次の進路を考える中で、昔から「つくる側」になりたいと思っ
ていたことを思い出したんです。特に古い建物のリノベーションに
興味があり、改めて建築を学びたいと考えこの学校に入学しました。
　この学校を選んだ決め手は、町家の改修や伝統工法が学べること
です。町家ゼミでは実際の改修現場を見学し、昔の材料についても
学びました。新建材しか知らなかった私にとって、とても新鮮で興
味深い経験でした。夜間にはさまざまなバックグラウンドを持つ人
が集まっていて、それぞれ視点が違うのでとても刺激になります。
情報交換ができるのも夜間の大きな魅力ですね。
　1 年間学んでみて、自分が進みたい方向に近づいていると実感し
ています。少しでも迷っている方がいたら、ぜひ一歩踏み出してみ
てほしいです。

　高校卒業が近づいた頃、急に「建築をやりたい」という気持ち
が芽生えました。その後大学へ進学しましたが、2 年生になって
も建築士になりたいという思いを諦めきれませんでした。そんな
時、建築士の父が京都建築専門学校の存在を教えてくれたんです。
父はこの学校の卒業生でした。大学ではヨーロッパ文化などを学
びましたが、日本人として日本の建築を学びたいという思いもあ
り、京都の町家や伝統建築について学べるこの学校に魅力を感じ、
3 年生からダブルスクールで通うことを決めました。
　夜間は 1 日 3 時間・週 5 日と内容が凝縮されており、本気で
学びに来ているみんなに刺激を受けます。理系科目は難しいです
が、先生が分かるまで教えてくださいます。図面も最初はまった
く分かりませんでしたが、1 年後期の最終課題では町家改修の図
面をプランから考えて描けるようになりました。
　将来は留学にも挑戦したいと考えています。そのためにも、ま
ずは日本建築の基礎をしっかり固めたいと思います。

建
築
科
二
部
2
年
生

酒
井 

忠
康

建
築
科
二
部
2
年
生

趙 

賢
株　
ジ
ョ 

ヒ
ョ
ン
ジ
ュ
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Trad
itional A

rchitecture C
ourse

卒
業
後
も
さ
ら
に
一
歩
、

伝
統
建
築
を
学
ぶ

▪
夜
間
部

▪
前
期・後
期
各
12
回

対面授業とオンラインの選択制

見学会・
校外学習

お
茶
部

毎年、建築科と建築科二部の学生合同の見学会を開催、
様々な建築物や建築に関わる資料などを見学します。
また、授業時間内に伝統建築を訪れる機会もあります。

日
本
の
伝
統
建
築
と
茶
道
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
り
、

多
く
の
建
築
家
や
大
工
も
茶
道
を
嗜
み
ま
し
た
。

京
都
建
築
専
門
学
校
に
は
課
外
活
動
の
お
茶
部
が
あ
り

よ
し
や
ま
ち
町
家
校
舎
で
お
稽
古
を
行
っ
て
い
ま
す
。

建
工
祭（
文
化
祭
）や
卒
業
制
作
展
で
は

自
分
た
ち
で
建
て
た
茶
室
で
茶
席
を
設
け
、

ま
た
、
初
釜
で
お
茶
を
ふ
る
ま
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

2016年 ヨドコウ迎賓館2022年 平等院

2025年 リトルワールド

2025年 大阪・関西万博 2017年 閑谷学校

O
ff-C

am
p
us A

ctivity

社会人 1 年生から、中堅技術者の方、リタイヤ
された方、また大工や左官などの職人の方、設
計事務所の方、ゼネコンの技術者の方、建築の
保存活動を行っている方、他分野の方など、さ
まざまな人が一緒に学んでいます。

よしやまち町家校舎教室

弘道館見学

伝
統
建
築
研
究
科

日
本
が
誇
る
木
造
の
伝
統
工
法
は

「
こ
れ
か
ら
の
時
代
」
の
建
築
と
言
え
ま
す
。

古
建
築
を
学
び
、

先
人
の
知
恵
や
工
夫
を
知
る
─
─
。

減
少
し
つ
つ
あ
る
伝
統
建
築
を
保
存
し
、

そ
し
て
未
来
の
建
築
へ
も

活
か
す
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

よ
し
や
ま
ち
町
家
校
舎
教
室
で
の
対
面
授
業
と

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
遠
隔
授
業
を
併
用
し
ま
す
。

毎
週
水
曜
日
、
19
～
21
時

前
期
＝
茶
室　
全
12
回

後
期
＝
町
家　
全
12
回

年によって若干内容が変わります。
詳しくはWebページをご覧ください。
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プ
ロ
の
指
導
の
も
と

即
戦
力
の
実
践
技
術
を
習
得

卒
業
制
作
展

建
築
科
設
計
コ
ー
ス・建
築
科
二
部

2025 年度優秀賞
「祈りと海」

建築科二部　酒井 忠康

「小川の流れる庭園を望む料亭
古民家（自邸）リノベーション」
建築科設計コース 中田ゼミ　奥井 照夫

「第二の居場所
〜こやね保育園〜」
建築科設計コース 中田ゼミ　
福地 有香

「子どもが育つ小さなまち
Collective house 『ドンネ』」
建築科二部　趙 賢株

登園時の動線 外へ行くときの動線

卒
業
制
作
展
は

京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

建
築
科
設
計
コ
ー
ス
・

建
築
科
二
部
の
学
生
は

２
年
間
で
学
ん
だ
成
果
を

展
示
、
発
表
し

父
兄
ほ
か
多
く
の
来
場
者
に
も

観
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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土台と屋根づくり

制作展には施主様もきてくださいました

壁に和紙を貼り茶室の完成です茶席の床。釜もかけられました

薄茶をたてておもてなし。お茶部で磨いた腕前をご覧ください！

柱を立てて

畳を運びます

毎
年
、
会
場
に
は
茶
室
を
設
え
て

お
客
様
た
ち
に

一
服
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

実
際
の
施
工
現
場
で
培
う

大
工
の
知
と
技

卒
業
制
作
展

建
築
科
木
工
コ
ー
ス

「御所ノ内長屋改修」

建築科木工コース 佐野ゼミ　
古坂 慎之介・山田 楓也・村上 匠・曽我 清淳・
岡山 宗司・末田 修大・末永 朋也

建
築
科
木
工
コ
ー
ス
の

２
０
２
５
年
度
の
テ
ー
マ
の

ひ
と
つ
は

「
御
所
ノ
内
長
屋
改
修
」。

京
都
市
内
、
壬
生
に
あ
る

長
屋
の
空
き
家
を

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
、

と
い
う
も
の
で
し
た
。

も
う
ひ
と
つ
は

「
仁
王
門
茶
堂
」（
28
・
29
頁
参
照
）。

調
査
や
設
計
か
ら

現
場
作
業
ま
で

学
生
た
ち
の
苦
心
の
様
子
が

発
表
や
展
示
で

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
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奥出雲仁王門についての
レクチャー

奥
出
雲
仁
王
門
修
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

約
10
年
前
、
数
奇
な
運
命
で
オ
ラ

ン
ダ
に
た
ど
り
着
い
た
島
根
県
奥
出

雲
・
岩
屋
寺
の
仁
王
像
が
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
で
公
開
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
像
に
魅
了
さ
れ
た
オ
ラ

ン
ダ
人
彫
刻
家
イ
ェ
ッ
ケ
さ
ん
は
数

年
後
、
岩
屋
寺
を
訪
れ
ま
す
。
し
か

し
長
ら
く
放
置
さ
れ
て
い
た
お
堂
は

荒
廃
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
イ
ェ

ッ
ケ
さ
ん
は
仁
王
門
を
修
復
し
、
オ

ラ
ン
ダ
伝
統
の
デ
ル
フ
ト
焼
の
タ
イ

ル
で
等
身
大
の
仁
王
像
を
制
作
し
、

納
め
る
構
想
を
立
て
ま
し
た
。

そ
の
仁
王
門
の
修
復
を
依
頼
さ
れ

た
の
が
京
都
建
築
専
門
学
校
で
す
。

2
0
2
4
年
春
、
2
年
生
で
結
成
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
地
元
の

大
工
が
仁
王
門
を
解
体
し
ま
し
た
が
、

ほ
と
ん
ど
の
材
が
腐
朽
。
そ
こ
で
わ

が
校
の
講
師
で
宮
大
工
の
山
口
棟
梁

に
よ
る
指
導
の
も
と
、
比
較
的
状
態

の
良
い
4
本
の
柱
を
埋
木
や
根
継
ぎ

で
修
復
し
、
そ
れ
を
基
に
奥
出
雲
の

宮
大
工
が
仁
王
門
を
復
元
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

万
博
茶
堂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

柱
の
修
復
は
無
事
に
完
了
。
卒
業

制
作
展
で
展
示
さ
れ
、
会
場
に
は
卒

業
生
に
よ
り
茶
室
も
建
て
ら
れ
、
お

茶
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
見

た
イ
ェ
ッ
ケ
さ
ん
は
、
E
X
P
O
2 

0
2
5 

大
阪
・
関
西
万
博
の
オ
ラ

ン
ダ
館
で
、
修
復
し
た
柱
で
茶
室
を

建
て
、
お
茶
会
を
開
く
こ
と
を
提
案
。

そ
し
て
10
月
１
日
に
実
行
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
引
き
継
い

だ
の
は
新
2
年
生
で
す
。
議
論
の
末
、

建
て
る
の
は
茶
室
で
は
な
く
、
四
国

で
村
人
が
集
い
、
お
遍
路
さ
ん
が
立

ち
寄
り
お
茶
の
接
待
が
行
わ
れ
る
開

放
的
な
「
茶
堂
」
に
決
定
。
ま
た
使

う
材
は
修
復
し
た
柱
で
は
な
く
、
残

っ
た
古
材
を
根
継
ぎ
し
て
使
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。

こ
う
い
う
場
合
、根
継
ぎ
に
は「
蟻

継
」
と
い
う
技
法
を
使
い
ま
す
が
、

学
生
た
ち
は
よ
り
難
し
い「
四
方
蟻
」

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
さ
ら
に
傷
ん
だ
虹

梁
や
頭
貫
、
大
斗
、
肘
木
な
ど
も
新

た
に
制
作
。
完
成
し
た
茶
堂
は
オ
ラ

ン
ダ
館
会
場
で
組
み
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
壁
に
は
奥
出
雲
の
た
た

ら
鉄
粉
を
漉
き
込
ん
だ
斐
伊
川
和
紙

を
貼
り
、
出
雲
大
社
本
殿
の
し
め
縄

に
も
使
わ
れ
る
真ま

菰こ
も

と
奥
出
雲
の
仁

田
米
の
稲
穂
を
飾
り
、
お
茶
や
菓
子

も
出
雲
産
と
い
う
、
ま
さ
に
「
出

雲
尽
く
し
」
の
お
茶
会
と
な
り
ま
し

た
。

奥
出
雲
に
茶
堂
を
建
て
る

こ
の
茶
堂
は
さ
ら
に
11
月
、
奥
出

雲
の
「
仁
王
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で

も
建
て
ら
れ
、
奥
出
雲
の
人
々
に
披

露
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
会
場

に
は
昨
年
、
修
理
が
完
成
し
た
4
本

の
柱
も
展
示
さ
れ
、
卒
業
生
よ
る
解

説
も
行
わ
れ
、
地
元
の
方
に
喜
ん
で

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

修
復
さ
れ
た
柱
を
使
っ
た
仁
王
門

が
完
成
す
る
の
は
ま
だ
先
。
新
し
く

建
て
ら
れ
る
仁
王
門
に
は
学
生
た
ち

の
努
力
と
成
長
、
思
い
出
も
一
緒
に

息
づ
い
て
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

大阪・関西万博のオランダ館内に建てる茶堂に
使用する柱を修復。学生たちは難しい「四方蟻」
技法に挑戦した。学内でいったん組み立てたも
のを解体、部材にして万博会場まで運ぶ

柱に使う大斗は
新調した

当日の早朝に運び込んだ部材でオープンまでに茶堂を組み立
てると、オランダ館を訪れた人を茶でもてなす。閉館後すぐ
に解体──学生たちはまさに獅子奮迅の活躍だ

万博で使った部材を、こんどは奥出雲へ移送。再び茶堂が甦る。
ここでも学生の茶席が設けられ、地元メディアも取材にやってきた

奥出雲の岩谷寺より山門を解体、柱の部材を持ち帰り、山口棟梁の指導で修復する

修復した柱は卒業制作展で展示、披露した仁王門完成の暁には阿吽の仁王が納められる 仁王タイルの
ミニチュア

学
生
た
ち
と

イ
ェ
ッ
ケ
さ
ん
が

力
を
合
わ
せ
て

つ
く
り
あ
げ
た

万
博
の
一
日

ふたつの学年をまたいで
引き継がれたプロジェクト──

学生たちが修復を手がけた柱は
いつの日か奥出雲の仁王門を

支えることになるだろう

は
じ
ま
り
は
、遥
か
遠
く
オ
ラ
ン
ダ
の
彫
刻
家
の
熱
い
思
い
で
し
た

奥
出
雲
仁
王
門
修
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
2
年
の
あ
ゆ
み
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堀
川
茶
室

喫
茶
去
─
─
難
し
く
考
え
ず
、お
茶
を
ど
う
ぞ

建
工
祭

毎
年
11
月
初
旬
に
開
催
さ
れ
る

京
都
建
築
専
門
学
校
の
文
化
祭
「
建
工
祭
」。

2
0
2
5
年
は
大
阪
・
関
西
万
博
の
日
程
に
合
わ
せ

10
月
11
〜
13
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
堀
川
遊
歩
道
に

伝
統
工
法
で
茶
室
を
建
て
る
こ
と
。

学
生
自
ら
伐
採
し
た
竹
や
杉
の
丸
太
を

縄
で
固
定
し
、
藁
で
屋
根
を
葺
き
ま
す
。

お
茶
部
の
生
徒
に
よ
る
茶
会
に
は

た
く
さ
ん
の
お
客
様
が
来
ら
れ
ま
し
た
。

堀
川
茶
室
は
17
代
め
。

今
や
恒
例
の
景
色
と
な
り
ま
し
た
。

毎
年
少
し
ず
つ
形
や
部
材
を
変
え
な
が
ら

引
き
継
が
れ
て
い
く
堀
川
茶
室
。

技
術
習
得
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
き
た

学
生
た
ち
の
腕
の
見
せ
所
で
す
。
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木匠塾　佐野 春仁

夏休みを利用して、希望者が自然のなかで共同生活を送
りながら木工作業をする活動です。京都の山村にある民
家が活動の舞台です。

町家ゼミ　吉田 玲奈

京都には今日もなお、質素でかつ洗練されたまちなみを
演出する「京町家」と呼ばれる伝統的な住まいが残って
います。昔から受け継がれてきた建築の知恵がぎゅっと
詰まった町家をフィールドワークしていくことで、町家
のもつ課題を実感できます。

和の空間デザインゼミ　桐浴 邦夫

日本建築の伝統デザインである「和風」の正体について
考えます。座敷の構成や、もてなしの空間について理解
を深め、さらには床の間や畳・建具についても学びます。

建築デザインゼミ　池井 健

初歩的な小規模の設計を通じて、建築を設計するために
求められるテクニック（企画・設計・模型制作・プレゼ
ンテーション）を養い、実力をつけていきます。

建築３D CAD 夏期集中講座
在学中の公開講座

２級建築施工管理技術検定試験受験対策講座
在学中の資格講習

規
き

矩
く

術
じ ゅ つ

ゼミ　久保 亮太

「規矩術」とは、木造の材の組み合わせを指
さし

金
がね

によって
つくり出す伝統的な技。これをマスターすることで、建
築物を見る目が細部にわたって養われ、多様な木構造デ
ザインに対応できるようになります。

木工ゼミ　福井 均

将来、建築現場でものづくりのプロを目指す学生を対象
に開講。大工道具を使いながら、ものを新たに生み出す
楽しさと難しさを実感できます。

椅子ゼミ　佐野 春仁

木を学ぶには、木に触れ、木でものをつくってみるのが
一番。自分の身体で木を知ることです。杉の規格材を用
いて椅子をデザインし、原寸図を描き、それに基づいて
椅子を製作します。

技能検定ゼミ　福井 均

建築大工技能士 3 級 2 級の指導を行います。

放
課
後
の
時
間
帯
に
、

興
味
・
関
心
の
あ
る
ゼ
ミ
を
選
択
し
ま
す
。

建
築
科
の
学
生
は
２
年
間
で

３
以
上
の
ゼ
ミ
単
位
を

取
得
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

中
に
は
６
、７
も
受
講
す
る
学
生
も
。

建
築
科
・
建
築
科
二
部
の

学
生
間
の
交
流
が
で
き
て
嬉
し
い
と

学
生
た
ち
に
は
好
評
で
す
。

京
都
建
築
専
門
学
校
独
自
の

ユ
ニ
ー
ク
な
ゼ
ミ
の
数
々

木匠塾
2013 年から親子さん市民と一緒に進め、完成させた
京北ツリーハウス。2019 年解体し、デッキごと池の
畔に降ろして建て直した。

町家ゼミ

木匠塾

木工ゼミ

椅子ゼミ

規矩術ゼミ

ゼミ・講座紹介
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Message
メッセージ

京都市平成の京町家プロジェクト 2012

建
築
に

関
わ
る

仕
事

【
左
官
】

土
を
塗
っ
て
仕
上

げ
る
だ
け
で
な
く
、

下
地
と
な
る
竹
木

舞
も
つ
く
る

【
行
政
】

（
建
築
審
査
）

建
築
基
準
法
に
見
合
っ
た

建
築
物
に
な
っ
て
い
る
か
、

消
防
法
に
違
反
し
て
い
な

い
か
な
ど
様
々
な
観
点
か

ら
建
物
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

屋根工事

クレーン
昔は人力で持ち
上げていた

電気工事
電気幹線や分電盤、
諸配線から器具取
付までを行う

クライアント（施主）

土工事

足場鳶工事

【
瓦
職
人
】

瓦
だ
け
で
な
く
、

檜ひ

皮わ
だ

葺ぶ
き

、
杮こ
け
ら

葺ぶ
き

、

ス
レ
ー
ト
な
ど

の
屋
根
も
葺
く

【
設
備
工
事
】

給
水
給
湯
・
排
水

設
備
の
配
管
お
よ

び
器
具
の
取
付
を

行
う

【
建
具
屋
】

和
紙
貼
り
ま
で
兼
ね

る
こ
と
も
あ
る
が
、

経
師
と
い
う
和
紙
貼

り
の
職
種
も
あ
る
。

ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
を
扱

う
の
は
別
の
業
種

【
基
礎
工
事
】

家
を
建
て
る
前
の
敷
地

整
備
や
建
築
の
基
礎
工

事
を
す
る

【
材
木
屋
】

適
材
適
所
に
併
せ

た
材
木
を
注
文
通

り
に
仕
入
れ
て
建

築
材
に
加
工
。
床

柱
や
床
板
な
ど
銘

木
だ
け
を
扱
う
材

木
屋
さ
ん
も
あ
る

【
建
築
設
計
士
】

（
一
級
・
二
級
建
築
士
）

施
主
の
意
向
を
汲
み
上
げ

設
計
図
面
へ
と
仕
上
げ
る
。

施
工
に
入
っ
て
か
ら
も
現

場
で
の
問
題
点
解
決
や
進

行
管
理
な
ど
を
行
う

【
板
金
職
人
】

銅
葺
き
の
屋
根
や
樋

等
の
金
属
加
工
。
屋

根
の
素
材
は
チ
タ
ン

等
の
酸
性
雨
に
強
い

も
の
も
あ
る

【
鳶
職
人
】

高
所
で
の
作
業
を
す

る
職
人
。
足
場
を
組

ん
だ
り
す
る
の
も
鳶

の
仕
事

【
大
工
】

仕
入
れ
た
材
木
を

建
築
部
材
に
加
工

し
家
を
建
て
て
い

く
。
伝
統
構
法
の

家
で
は
仕
口
や
継

手
な
ど
複
雑
な
加

工
も
こ
な
す

【
現
場
監
督
】

（
施
工
管
理
技
士
）

建
築
現
場
で
、
す
べ
て

の
資
材
、
専
門
業
者
た

ち
の
工
事
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
、
品
質
、
工
程
、

コ
ス
ト
な
ど
を
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
す
る
。
木
造
住

宅
の
場
合
は
大
工
棟
梁

が
兼
ね
る
こ
と
が
多
い

建築はさまざまな業種の
プロたちの協働で出来ている
設計者は注文主の要望をまとめてデザイン
を決め、細かな図面を描き上げます。大工
など職人は道具を使って加工します。現場
技術者は図面から見積書をつくり、資材を
調達し、職人に指示を与え、工程を管理し
ます。この他に設備設計、構造計算、営業、
役所などとの協議、 地質調査、不動産、
コンサルタント、測量、メーカーなどなど
様々な職種や技術者が関わっています。

設計図面は建築の共通言語
音楽にたとえると、建築家は作曲家で楽譜
を書きます。大工さん、屋根屋さん、左官
屋さんなどの各職人はいわばさまざまな楽
器の演奏者、また楽譜をもとに各楽器を指
揮してひとつの音楽＝建築に組み上げるの
が監督さんです。この楽譜がそうした建築
をめぐる様々な職種の人々の間の共通言語、
いわゆる設計図、図面です。建築は多岐に
わたる幅広い知識を必要としますが、それ
を伝える図面という言語を扱えるよう勉強
します。音楽でも楽譜が読めなければ始ま
らないのと同じです。
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資
格・就
職

京
都
建
築
専
門
学
校
は
一
級
建
築
士
を
は
じ
め
と
し
た

建
築
系
資
格
の
受
験
資
格
認
定
校
。

基
礎
か
ら
学
ん
だ
知
識
の
復
習
と
問
題
演
習
に
よ
り
、

試
験
に
備
え
ま
す
。

 【 

国
家
資
格 
】

建
築
士
［
一
級
・
二
級
・
木
造
］

建
築
士
は
、
建
築
物
の
設
計
・
工
事
監
理
か
ら
完
成
後
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
ま

で
を
ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
ま
す
。
一
級
・
二
級
・
木
造
で
そ
れ
ぞ

れ
取
り
扱
え
る
建
物
の
規
模
が
違
い
ま
す
。

■
受
験
資
格

　

一
級　
　
　
　

卒
業
後
す
ぐ
に
受
験
可
能

　

（
免
許
登
録
・
実
務
経
験
4
年
）

　

二
級
・
木
造　

卒
業
後
す
ぐ
に
受
験
可
能

 【 

国
家
資
格 

】

建
築
施
工
管
理
技
士
［
１
級
・
２
級
］

建
築
施
工
管
理
技
士
は
、
建
築
物
の
施
工
過
程
に
お
け
る
施
工
計
画
・
工
程

管
理
・
品
質
管
理
・
安
全
管
理
を
行
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
建
設
現
場
」
の

監
督
さ
ん
で
す
。
１
級
・
２
級
で
そ
れ
ぞ
れ
法
律
に
定
め
ら
れ
た
種
類
の
管

理
技
術
者
・
主
任
技
術
者
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
受
験
資
格

　

１
級　

卒
業
後
の
実
務
経
験
５
年
が
必
要

　

２
級　

卒
業
後
の
実
務
経
験
２
年
が
必
要

　

（
２
級
学
科
試
験
に
つ
い
て
は
在
学
中
に
受
験
可
能
）

 【 

国
家
資
格 

】

建
築
大
工
技
能
士
［
１
級
・
２
級
・
３
級
］

木
造
建
築
を
中
心
に
組
立
て
や
造
作
加
工
な
ど
の
作
業
を
行
い
ま
す
。
建
築

大
工
技
能
士
を
取
得
す
る
と
、
そ
の
技
能
レ
ベ
ル
を
証
明
で
き
ま
す
。

■
受
験
資
格

　

１
級　

２
級
合
格
後
実
務
経
験
２
年
が
必
要

　

２
級　

卒
業
後
す
ぐ
に
受
験
可
能

　

（
３
級
合
格
者
は
在
学
中
に
受
験
可
能
）

　

３
級　

在
学
中
に
受
験
可
能

在
学
中
の
公
開
講
座 

（
在
校
生
無
料
）

建
築
３
D 

C
A
D
夏
期
集
中
講
座

夏
期
休
暇
中
に
行
わ
れ
る
対
策
講
座
で
授
業
よ
り
一
段
す
す
ん
だ
3
D
 C
A
D

を
勉
強
し
ま
す
。

在
学
中
の
資
格
講
習 

（
在
校
生
無
料
）

２
級
建
築
施
工
管
理
技
術
検
定
試
験

受
験
対
策
講
座

在
学
中
の
２
級
建
築
施
工
管
理
技
士
（
学
科
）
合
格
を
目
指
し
、
過
去
問
に
基

づ
い
た
答
練
・
模
試
を
実
施
し
ま
す
。

卒
業
後
の
公
開
講
座 

（
在
校
生
無
料
）

二
級
建
築
士
試
験 

受
験
対
策
講
座

本
校
卒
業
生
に
一
般
社
会
人
を
加
え
、
二
級
建
築
士
合
格
を
め
ざ
す
。
講
師

が
各
学
科
の
出
題
傾
向
を
分
析
し
て
重
点
項
目
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
各
自
が

到
達
度
と
弱
点
を
把
握
す
る
「
学
科
講
座
」
と
公
表
さ
れ
た
課
題
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
試
験
問
題
を
予
想
し
、
既
定
の
時
間
内
に
エ
ス
キ
ス
と
製
図
を
終
え

る
た
め
の
学
習
を
行
う
「
製
図
講
座
」
を
開
講
し
、
高
い
合
格
率
を
誇
っ
て

い
ま
す
。

難関資格取得をめざす

豊富な求人で適職に就く
京都の大工さんや工務
店の組合によって創立
した京都建築専門学校。
多くの学生がそのネッ
トワークを最大限に生
かして設計事務所・建
設会社・工務店等に就
職します。
本校への求人を中心に
人と人とのリアルな接
点を設けて判断し、満
足度の高い就職を目指
します。

過去の就職実績
アーキネット京都一級建築士事務所、㈱あめりか屋、㈱アラキ工務店、
Ｉ構造設計事務所、㈱池井健建築設計事務所、㈱上宗建設、㈱𩵋谷繁礼建築研究所、
エールコーポレーション㈱、㈱大倉設計事務所 、㈱岡野組、㈱奥谷組、
㈱確認検査機構アネックス、影近設備工業㈱、㈲カタヤマ建築デザイン、㈱要建設、
㈱かねわ工務店、祗園内藤工務店㈱、㈱北川建設、㈱九州積算、㈱北村工務店、
㈱京都確認検査機構、京都市役所、㈶京都伝統建築技術協会、㈱熊倉工務店、
CLAP一級建築事務所、㈱合同建築設計事務所、㈱小林工務店、坂田基禎建築研究所、
㈱三角屋、三和管工㈱、㈱塩浜工業、㈱ジェイアール西日本ビルド、伸和建設㈱、
㈱ゼロ・コーポレーション、㈱竹中工務店、辻寅建設㈱、㈲デザインワークス、
㈱デザオ建設、㈱内藤建築事務所、㈱中川工務店、㈱中藏、中村外二工務店、
㈱日建設計、㈱西澤工務店、㈱西村宇工務店、野口建設㈱、㈱莫設計同人、
一建設㈱、㈲羽根建築工房、㈱長谷工リフォーム、㈱ヒロプランニング、
㈱福井、㈱藤井組、㈱フジサワ建設、㈲細見工務所、㈱増田組、
㈱馬庭建築設計事務所、㈱丸屋建設、㈱幹設備設計事務所、水野建設㈱、
睦備建設㈱、㈱安井杢工務店、㈱ローバー都市建築事務所　ほか

進路決定率

94.3%
（2017年度建築科卒業生データ）

設計の仕事

20.0%

現場監督の仕事

42.9%

職人の仕事

28.6%

その他（大学進学等）

施工管理
（建築会社・工務店）

建築設計

インテリア・
リノベーションデザイン

大工・職人

打座 和夏
滋賀県立大学環境科学部建築デザイン科 編入
2022 年度建築科卒業 

小 学校の時、社会科見学で中尊寺金色
堂を見て、建物の素晴らしさと何百

年も存続していることにびっくりして建築
に目覚めました。

こ の学校の先生はものすごく博識な上、
個性的で面白い方ばかりなんです。

先生方を見ていると建築に携わるなら、幅
広く色々なことを知っている方がいいなと
思うようになりました。それに２年間学ん
でみて、まだまだ自分に足りない部分が多
いと思うこと、また入学前から滋賀県立大
学への編入制度があることを知っていたの
で、もっと勉強したいと編入試験を受けま
した。

現 在は大学に通っていますが、最初に
京都建築専門学校で建築を学んでよ

かったと思うところは、まず実習が多いこ
と。例えば壁の構造を勉強する時、ここで
は実際に壁を造ってみます。そうすること
で座学だけで学ぶより、仕組みがよく分か
るんです。ですからしっかりと理解をした
上で図面を書くことができます。また一般
的に難しいといわれる構造力学の授業がも
のすごく分かりやすいので、ここでやっと
いてよかったなと思っています！ 私にとっ
ては最初から大学に行くより、京都建築専
門学校から大学へ編入したことが、夢へ向
かうには良いルートだったなと思います。

京
都
建
築
専
門
学
校

大
学
編
入
が

私
に
と
っ
て
最
短
で
良
い
ル
ー
ト
で
し
た
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interview �  卒業生

ま
だ
下
働
き
の
多
い
卒
業
１
年
目

学
生
時
代
の
作
業
場
で
の
経
験
が
役
立
っ
て
い
ま
す

今
で
も
学
校
は
、私
を
迎
え
て
く
れ
る
場
所

入
社
一
年
目
で
二
級
建
築
士
の
資
格
を
取
得

細
か
な
配
慮
が
必
要
な
文
化
財
の
仕
事
に

苦
労
し
つ
つ
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す

中
学
生
の
頃
か
ら
宮
大工

に
憧
れ
、
高
校
は
伝
統
建
築
が

学
べ
る
学
校
へ
進
学
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
数
寄
屋
建
築
の

魅
力
に
惹
か
れ
、
京
都
建
築
専
門
学
校
で
学
び
、
昨
年
卒
業

し
ま
し
た
。
現
在
は
京
都
で
和
風
建
築
や
数
寄
屋
建
築
を
手

が
け
る
工
務
店
で
働
い
て
い
ま
す
。

実
は
大
き
な
声
で
は
言
え
な
い
の
で
す
が
、
就
職
活
動
は

ギ
リ
ギ
リ
ま
で
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
う
し
よ
う
か
な

と
思
っ
た
時
、
１
年
生
の
頃
に
茶
道
部
の
部
長
さ
ん
が
「
こ

ん
な
工
務
店
が
あ
る
よ
」
と
教
え
て
く
れ
た
会
社
の
こ
と
を

急
に
思
い
出
し
た
ん
で
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
と
施
工

例
の
写
真
も
好
み
で
、「
文
化
を
残
す
だ
け
で
な
く
、
今
の

時
代
に
合
う
形
で
残
し
て
い
く
」
と
い
う
考
え
方
に
も
共
感

し
ま
し
た
。
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
に
近
い
と
思
い
、
す
ぐ

に
メ
ー
ル
で
イ
ン
タ
ー
ン
を
お
願
い
し
、
そ
の
ま
ま
就
職
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
だ
１
年
目
な
の
で
、
解
体
し
た
土
壁
を
再
利
用
す
る
た

め
に
作
業
場
で
砂
や
砂
利
に
分
け
た
り
と
下
働
き
が
多
い
で

す
。
そ
れ
で
も
、
時
々
「
こ
こ
彫
っ
て
お
い
て
く
れ
る
？
」

と
頼
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ノ
ミ
で
溝
を
彫
る
作
業
な

の
で
す
が
、
も
し
学
校
で
学
ん
で
い
な
か
っ
た
ら
「
ど
う
い

う
こ
と
だ
ろ
う
」
と
戸
惑
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
現
場
で
は
掃
除
も
大
切
な
仕
事
で
す
。
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
狭
い
場
所
で
の
作
業
が
多
い
の
で
、
親
方
が
次
に

何
を
す
る
か
を
考
え
て
、
邪
魔
に
な
り
そ
う
な
も
の
を
先
に

片
づ
け
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
感
覚
は
、
学

生
時
代
に
作
業
場
で
「
こ
こ
に
置
く
と
邪
魔
に
な
る
よ
」
と

お
互
い
に
声
を
か
け
合
っ
て
い
た
経
験
が
役
立
っ
て
い
る
と

感
じ
ま
す
。

学
生
時
代
、
茶
道
部
の
部
長
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、

そ
の
縁
か
ら
万
博
や
奥
出
雲
で
茶
堂
を
披
露
し
た
際
に
お
点

前
を
さ
せ
て
も
ら
う
な
ど
、
今
で
も
何
か
と
学
校
に
顔
を
出

す
こ
と
が
多
く
、
同
級
生
か
ら
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
写
真
が

載
っ
て
い
た
け
ど
、
一
緒
に
卒
業
し
た
よ
ね
」
と
言
わ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
（
笑
）。
卒
業
し
て
も
帰
っ
て
こ
ら
れ
る

場
所
が
あ
り
、
先
生
方
が
迎
え
て
く
だ
さ
る
の
は
嬉
し
い
こ

と
で
す
ね
。

学
校
を
卒
業
後
、
現
在
は
奈
良
県
に
あ
る
、
主
に
文
化
財

の
防
災
設
備
の
設
計
や
管
理
業
務
を
行
う
会
社
で
働
い
て
い

ま
す
。
も
と
も
と
伝
統
建
築
や
文
化
財
の
改
修
や
保
存
に
興

味
が
あ
り
、
そ
う
し
た
仕
事
を
探
し
て
い
た
の
で
す
が
、
な

か
な
か
見
つ
か
ら
ず
に
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
先
生
か
ら

声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
の
が
今
の
会
社
で
す
。
学
校
に
は

卒
業
生
を
中
心
に
一
般
の
方
も
参
加
で
き
る
「
伝
統
建
築
研

究
科
」
が
あ
り
、
そ
こ
に
参
加
さ
れ
て
い
た
会
社
の
先
輩

が
、
先
生
に
新
入
社
員
の
相
談
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
そ
の
話
を
聞
い
た
時
、
す
ぐ
に
「
面
白
そ
う
！
」
と
思

い
、
入
社
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

入
社
１
年
目
は
仕
事
の
流
れ
を
学
び
な
が
ら
二
級
建
築
士

の
資
格
を
取
得
。
２
年
目
は
文
化
財
解
体
修
理
の
設
計
管
理

者
と
し
て
長
期
、
長
野
県
へ
出
向
。
３
年
目
は
広
島
県
の
現

場
に
多
く
出
張
し
ま
し
た
。
文
化
財
の
建
物
は
、
一
般
の
建

物
よ
り
意
匠
や
構
造
を
損
な
わ
な
い
よ
う
細
か
な
配
慮
が
必

要
で
す
。
そ
の
解
決
方
法
を
考
え
、
建
物
の
所
有
者
の
思
い

や
、
見
学
に
訪
れ
る
人
か
ら
ど
の
よ
う
に
見
え
る
か
な
ど
も

考
え
な
が
ら
立
体
的
に
頭
の
中
で
考
え
、
平
面
に
落
と
し
込

ん
で
い
く
の
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。
ま
た
文
化
財
の
知
識
だ

け
で
な
く
電
気
系
統
の
知
識
、
補
助
金
な
ど
の
申
請
書
を
書

く
こ
と
も
あ
り
、
勉
強
す
る
こ
と
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、

と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

仕
事
の
中
で
、
学
校
で
の
経
験
が
役
立
っ
た
と
感
じ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
総
合
盤
を
土
壁
に
設
置
す
る
必
要
が
あ
っ

た
際
、
町
家
改
修
の
実
習
で
竹
木
舞
を
編
ん
だ
経
験
が
あ
っ

た
の
で
、「
こ
の
部
分
な
ら
壁
へ
の
影
響
は
少
な
い
だ
ろ
う
」

と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
木
造
文
化
財
の

図
面
を
作
成
す
る
際
に
は
、
町
家
の
実
測
経
験
も
役
立
ち
ま

し
た
。

今
は
忙
し
く
学
校
を
訪
ね
る
機
会
は
少
な
い
の
で
す
が
、

毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
建
工
祭
に
は
、
で
き
る
だ
け
顔
を
出

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
先
生
に
お
会
い
で
き
る
の
も
楽

し
み
で
す
し
、
学
生
が
毎
年
建
て
る
堀
川
茶
室
を
今
年
は
ど

の
よ
う
な
構
造
に
し
た
の
か
、
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
の
か
を

見
る
の
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

木
村
全
伸
工
務
店
勤
務

相
馬 

和
奏
（
建
築
科  

２
０
２
５
年
卒
）

大
東
設
計
勤
務

濱
田 

彩
（
建
築
科  

２
０
２
3
年
卒
）
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Calendar of events

　

A
pr

il

⃝
 

入
学
式

⃝
 

前
期
授
業
開
始

　

M
ay

⃝
 

春
の
見
学
会

⃝
 

校
内
球
技
大
会
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

⃝
 

葵
祭

　

Ju
n

e

⃝
 

創
立
記
念
講
演
会

⃝
 

１
級
建
築
施
工
管
理
技
術
検
定
試
験
（
学
科
）

⃝
 

２
級
建
築
施
工
管
理
技
術
検
定
試
験
（
学
科
）

　

Ju
ly

⃝
 

創
立
記
念
日

⃝
 

前
期
試
験

⃝
 

建
築
大
工
技
能
士
試
験
（
３
級
の
み
）

⃝
 

建
築
士
試
験
（
学
科
）

⃝
 

祇
園
祭

　

A
u

g
u

st

⃝
 

夏
期
休
暇

⃝
 

木
匠
塾
合
宿

⃝
 

建
築
３
D 
C
A
D 
夏
期
集
中
講
座

⃝
 

土
壁
教
室

　

Septem
ber

⃝
 

前
期
授
業
補
習
・
補
講

⃝
 

専
修
学
校
体
育
大
会

⃝
 

建
築
士
試
験
（
二
級
、
設
計
製
図
）

　

O
c

to
ber

⃝
 

後
期
授
業
開
始

⃝
 

市
民
講
座

⃝
 

建
築
士
試
験
（
一
級
・
木
造
、
設
計
製
図
）

⃝
 

１
級
建
築
施
工
管
理
技
術
検
定
試
験
（
実
地
）

　

N
o

v
em

ber

⃝
 

建
工
祭
（
学
園
祭
）

⃝
 

秋
の
見
学
会

⃝
 

２
級
建
築
施
工
管
理
技
術
検
定
試
験

⃝
 

時
代
祭

　

D
ec

em
ber

⃝
 

市
民
講
座

⃝
 

冬
期
休
暇
（
12
月
下
旬
～
１
月
上
旬
）

　

Jan
u

ar
y

⃝
 

初
釜

⃝
 

後
期
試
験
（
１
月
下
旬
～
２
月
上
旬
）

⃝
 

建
築
大
工
技
能
士
試
験

　

Febr
u

ar
y

⃝
 

後
期
授
業
補
習
・
補
講

　

M
ar

c
h

⃝
 

春
期
休
暇
（
３
月
上
旬
～
４
月
上
旬
）

⃝
 

卒
業
制
作
展

⃝
 

卒
業
式

校内球技大会

日本建築学会近畿支部との共催
親子の土壁教室

オープンキャンパス林業体験

卒業式

春の見学会京北下町木匠塾

年
間
行
事

初釜

２級建築施工管理技術検定試験
受験対策講座

45679101112123 8
市民講座美術館発表 専修学校体育大会

京北合併記念の森ツリーハウス建工祭  堀川茶室

課外活動

上方探索倶楽部
有名建築を見て回ろう！

街歩きや建物見学が好きな学生が集まり、関西各地の
有名建築を見学しています。

建工祭
校内の一大イベント！
建工祭は学生たちの手づくり
による学園祭です。学校近く
を流れる堀川の川床に茶室を
建て、お茶をふるまいます。
近所の方々とのふれあいも楽
しみのひとつです。

横
内
敏
人
建
築
事
務
所
見
学
会

卒業制作発表会

卒業制作展＠京都府立京都学・歴彩館

二級建築士試験 受験対策講座（製図講座）

建築３D CAD 夏期集中講座
二級建築士試験 受験対策講座（学科講座）
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河
原
町
通

河
原
町
通

烏
丸
通

烏
丸
通

堀
川
通

堀
川
通

西
大
路
通

西
大
路
通

丸太町駅丸太町駅

京都市役所前駅京都市役所前駅

二条城前駅二条城前駅

二条駅二条駅

四条駅四条駅

京都河原町駅京都河原町駅烏丸駅烏丸駅大宮駅大宮駅西院駅西院駅

五条駅五条駅

出町柳駅出町柳駅

神宮
丸太町駅
神宮

丸太町駅

三条駅三条駅

祇園
四条駅
祇園
四条駅

今出川通今出川通

堀川下立売堀川下立売下立売通下立売通

地下鉄東西線地下鉄東西線

阪急電車阪急電車

丸太町通丸太町通

塩小路通塩小路通

御池通御池通

三条通三条通

四条通四条通

五条通五条通

七条通七条通

八条通八条通

京
阪
電
車

京
阪
電
車

地
下
鉄
烏
丸
線

地
下
鉄
烏
丸
線

J
R
山
陰
線

J
R
山
陰
線

JR東海道線JR東海道線

鴨
　川

烏丸御池駅烏丸御池駅

京都御所

二
条
城

京都建築
専門学校
本校舎

よしやまち
町家校舎

府庁

京都駅京都駅

よしやまち町家校舎

本校舎

Instagram HP LP


